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• 一級建築士
• 福祉住環境コーディネーター1級
• 介護支援専門員

歩行用手すりの
高さは?

平成25年度専門研修課程Ⅰ･更新研修BⅠ

『ｻｰﾋ ｽ゙の活用と連携(ⅶ)-住宅改修』



住宅改修を

苦手としない

業者任せにしない

家族の言いなりにしない



1．介護保険
「住宅改修費」
支給制度の概要



「住宅改修」とは？・・・定義

介護保険法第４５条

介護保険制度において

厚生労働大臣が定めた

特定種類の工事



住宅改修の目的

介護保険法第1条

加齢に伴って生ずる心身の変化に起因する
疾病等により要介護状態となり、入浴・排泄

・食事等の介護、機能訓練並びに看護及び療
養上の管理その他の医療を要する者等につ
いて、これらの者が尊厳を保持し、その有する
能力に応じ自立した日常生活を営むことがで
きるよう･･



支給限度基準額 20 万円

支給率 90 %

自己負担率 10 %

利用の原則-1



利用の原則-2

○事前申請制

○償還払い



利用の原則-3

○特例
３段階リセット

転居リセット



ｹ ｱ ﾏ ﾈ ｼ ｬ゙ｰによるｱｾｽﾒﾝﾄ

工事内容の立案・決定

実施(施工)

【住宅改修費支給制度】利用手順

事前申請→承認

工事代金支払い

支給 (事後)申請→承認

償
還
払
い

全額

受
領
委
任
払
い

自己負担分
のみ

住宅改修費支給

要介護認定



① 手すりの取付け

② 段差の解消

③ すべりの防止及び移動の円滑化のための
床又は通路面の材料の変更

④ 引き戸等への扉の取替え

⑤ 洋式便器等への取替え

⑥ ①～⑤に付帯する住宅改修

２．住宅改修工事の種類



｢介護保険の給付対象となる福祉用具及び住宅改修の取扱いについて｣の改正
等に伴う実施上の留意事項について(平成21年4月10日通知)

但し、扉位置の変更等に比べ費用が低廉に抑えられる場合のみ｡

引き戸等への扉の取替えに､
｢引き戸等の新設｣が追加｡







段差の解消として､
｢傾斜の解消｣が追加｡

｢介護保険の給付対象となる福祉用具及び住宅改修の取扱いについて｣等の
一部改正(平成24年3月30日）



扉の取替えとして､
｢扉の撤去｣が追加｡

｢介護保険の給付対象となる福祉用具及び住宅改修の取扱いについて｣等の
一部改正(平成24年3月30日）



｢介護保険の給付対象となる福祉用具及び住宅改修の取扱いについて｣等の
一部改正(平成24年3月30日）

段差の解消に付帯する工事として､
｢ｽﾛｰﾌ の゚設置に伴う転落や脱輪防止を
目的とする柵や立ち上がりの設置｣が追加｡



3．住宅改修費支給制度

利用状況



要支援・要介護認定者数と
介護保険費用総額

〔介護保険事業状況報告（年報）より、西村まとめ〕
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住宅改修の利用件数と費用額
〔介護保険事業状況報告（年報）より、西村まとめ〕
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・一件当たりの費用
・『利用率』=利用件数／在宅の要支援・要介護認定者数

費
用
（
万
円
）

利
用
率
（
％
）

利用率
費用／件 事前申請制

〔介護保険事業状況報告（年報）より、西村まとめ〕



要介護度別 住宅改修利用者数
「平成23年度介護保険事業状況」より｡西村まとめ｡



西村事務所 2002～2012年度（11年間）の実績から

相談受付時の本人居所 n=1,166



相談･依頼者
n=1,166
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腎機能障害

呼吸器系疾患

脊髄損傷

糖尿病性神経障害

脊柱管狭窄症

心疾患

腰痛

ガン

認知症

ﾊ ﾟー ｷ ﾝｿﾝ病

関節ﾘｳﾏﾁ

腰椎圧迫骨折

膝関節症

大腿骨頸部骨折

加齢に伴う下肢筋力低下

脳血管障害

疾患別 工事件数 n=1,088

鬱病、廃用性症候群、多発性硬化症、
下肢骨折、股関節症、腰椎すべり症、脊髄炎、
変形性脊椎症、脊髄小脳変性症、脳性麻痺、
後縦靱帯骨化症、ALS､視覚障害、
統合失調症、メニエール病、ｻﾙｺｲﾄﾞー ｼｽ、
・・・・・・







工事の種類別 工事件数



施工箇所別 工事件数



利用制度別 工事件数 n=1,166



費用別 工事件数 n=1,166



4．住宅改修の要点と問題点

1.｢何のために｣ ･･･ 『理由書』が書けますか？

2.「どのように使うか」･･･ 説明できますか？

3.手段と使用部材･機材（福祉用具を含めて）を知る

4.家族の同意を得る

5.導入時期の見極め

6.適正な予算計画･･･制度の活用

7.関連諸機関・専門職種間の連携

8.施工業者の選定

｢施工業者を育てる｣という意識

9. ｢だれがコーディネートし､決定し､責任を負うのか｣
を確認



• ニーズ needs
専門職が客観的に判断した必要性

• ディマンズ demands
本人が感じ取り態度で表明している
要望･主訴

調

整

ニーズとディマンズの調整



改修内容の決定手順

現状の把握

医療関係者の
意見を聴く

建築技術者の
意見を聴く

改修計画をまとめる

見積を作成する

本人･家族が

決定する



理由書作成の要点
論法

生活のナニで困っているか？

ナニができないか？

改善するために、

どこをどのように改修するか？

改修すれば

ナニができるようになるか？













5.受領委任払い制度
･住宅改造費助成制度のある市町

受領委任払い
制度のある市町

富士市､御殿場市､伊豆市､伊豆の国市､長泉町

助成制度のある
市町

御殿場市 高齢者住宅改造費助成制度

小山町 高齢者住宅改造費助成制度

静岡市 あんしん住まい助成制度

焼津市 高齢者住宅改造費助成制度

浜松市 高齢者住宅改造費助成制度



•60歳以上で心身の状況等により住宅改修を必要と
する方がいる世帯｡
•内容･･浴室､便所､洗面所､台所､玄関､廊下その他
住宅設備を身体障害者向けに改造するための費用
･

浜松市高齢者住宅改造費助成制度

世帯の区分
(1)
市・県民税が
非課税

(2)(1)以外で､
前年分の所得税額が
20万円以下

補助率・額
工事費×2/3以内
かつ75万円が限度額

工事費×1/2以内
かつ75万円が限度額



6.他に利用可能な制度

○ ﾊ ﾘ゙ｱﾌﾘｰ改修に対する固定資産税の減額
改修工事が平成28年3月31日までに完了
自己負担額が50万円を超える場合
減額率=1／3

○ ﾊ ﾘ゙ｱﾌﾘｰ改修に対する所得税の特別控除
改修後の居住開始が平成26年3月31日
自己負担額が30万円を超える場合
控除対象限度額=200万円｡ 控除率=控除対象額の10%

○ 身体障害者日常生活用具の助成
移動用リフト(介護保険優先｡下肢又は体幹機能障害2級以上)
温水洗浄便器(上肢障害2級以上)



7．事例でみる住宅改修の実際

1. 玄関アプローチ

敷地内通路



歩行用手すりの高さは？

だれが､何を､
基準に決める?



そうですか

？











通路面の材料の
変更

手すりの取付け













レンタル
スロープ





従前のインターロッキング
ブロックを敷き込み





ステンレスパイプ
３４Φ

プラスチック被覆
ステンレスパイプ

３４Φ













①床走行式
つり具又はいす等の台座を使用して人を持ち上げ、
キャスタ等で床又は階段等を移動し、
目的の場所に人を移動させるもの。

例:ナブテスコ株式会社「J-MAX」

(12) 移動用リフト（つり具の部分を除く。）

福祉用具購入と貸与(レンタル)品目が追加されました。
平成２１年４月１日から適用。



夫のため、
通路材料の変更

妻のため、
手すりの取付け
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2.家屋への出入り

玄関ポーチ、玄関、
あるいは玄関以外から







段差 200㎜



コンクリートで踏み台を
つくる

＝段差の解消





木製手すり
３５Φまたは３２Φ



演習課題-1



1 ,82 0

a

平面図

1 ,82 0

a矢視展開図
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T字型
接続金具



手すりを､最上段で
切りっ放しにしない





段差解消台





手すり付き踏み台
（既製品）

木製手すり



物干し場への
降り口

ニーズの
発見











木製スロープ
ノンスリップシート貼り

勾配≒１／６





踊り場
兼

物干し場

勾配≒１／１２



3. 廊下、屋内通路







真壁用
手すり金具





入り隅用
金具



引き違い戸の前に
手すり取付け





着脱式手すり



敷居段差用木製スロープ
（すりつけ板）





V型レール
(フラットレール)



敷居を撤去
＝段差の解消







ドア下に継木
（付帯工事）



敷居段差
15㎜

車イス対応ﾌﾛｰﾘﾝｸ 板゙
(厚12㎜)を重ね貼り



すべり止め効果の
あるｸｯｼｮﾝﾌﾛｱに
貼り替え





ドア



ﾄ ｱ゙→引き戸に取替え
(吊り戸）



敷居

戸車



戸車を
取替え

敷居にアルミ製レールを
埋め込む



4. 階段











廻り階段の中心部に
縦手すり



最上段(降り口)で
切りっ放しにしない



滑り止めゴム
＝床仕上げの変更





５．寝室、他居室





立ち上がり用
手すり



和室6畳



車いすｶﾞー ﾄﾞ
(巾木)

ﾌﾛｰﾘﾝｸ 板゙張り



据置式リフト



6. トイレ
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肘掛け型
手すり



段違い
肘掛け型
手すり



演習課題-2









敷居の撤去
=段差の解消



レバーハンドル に
取替え

ドアノブ
（握り玉）



召し合わせ
カーテン



扉の
｢開き勝手の変更｣

寝室





補高便座









トイレリフト
福祉用具購入
｢腰掛便座｣





和式(両用)便器
↓

｢安く洋式便器に
替えたい｣



和風改造用便器
｢洋式便器への改修｣
｢福祉用具｣と解釈する

市町もある

便器洗浄用リモコン





肘掛け型
手すり

ｳｵｼｭﾚｯﾄ付き
補高便座





7. 浴室､洗面脱衣室





車いす対応
洗髪洗面化粧台



３５０㎜
５５０㎜







300㎜

550㎜









浴室用
組立式手すり



オフセット型
手すり



ユニットバスに
手すり取付け





ポリスチレン製
すのこ



またぎ高さ
650㎜



ｲﾚｸﾀｰﾊ ｲ゚ﾌ 製゚
フレーム



椅座位からの
浴槽出入り









入浴用いす
｢ｼｬﾜｰｷ ｬﾘｰ｣



入浴用いす
(移乗台)



入浴用いす
(移乗台)



入浴台
（バスボード）



折れ戸に取替え内開き戸
洗い場が狭くなる



600㎜
330㎜





500㎜

360㎜



４．５＊６尺
浴室を

ユニットバスに
改造





外付け引き戸

洗面器置き台

ﾕﾆｯﾄﾊ ｽ゙
1200×1600㎜

敷居段差なし










